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ウス（B6J を B6N に２回戻し交配）を用いて、連鎖解析を行っている。連鎖解析には最近公表された










ンスにより、１０番染色体上の連鎖領域に Sim1 遺伝子の変異が、１８番染色体上の連鎖領域に Mc4r
遺伝子の変異が認められた。遺伝子変異は SIM1 蛋白質 PAS ドメイン内のアミノ酸置換をもたらし、


































る検討が今後の課題である。  Sim1の近傍に同定された Sec63の関与の可能性も議論された。 本
研究は膨大な仕事量からの成果であり、本人はその中で代謝表現系の解析、ルシフェラーセアッセイ、
qPCRに貢献したと宣言している。 
平成２８年１２月２２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
-３ 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
